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会員紹介コーナー 

大正用水土地改良区 

 大正用水の計画は、一度は明治２２年頃薮塚本町の伏島近蔵氏の発起により計画された
が、実施には至らなかった。 
 大正７年の大皐魃を契機に立案、計画され県議会で取り上げ実施が議決されたが、これ
も１年で３、４倍と議決予算が大幅に膨れ上がる事から大正１２年には事業中止となっ
た。 
 大正１２年支那事変勃発、６年経過し大東亜戦争に発展した。国は、食糧確保の要請か
ら大正用水実施に踏み切った。 
 昭和２４年土地改良法が制定され、昭和２６年『興亜大正用水耕地整理組合』を改組し
『大正用水土地改良区』を設立した。大正時代に発起され、これらの経緯から『大正用
水』と命名された。 
 事業実施は昭和１８年に着工し、農地開発営団、国営移管、県営移管となり一応昭和２
７年３月完了した。又、昭和４０年度から昭和５２年度まで県営で水路改修し、平成元年
度から平成１１年度まで県営で農地防災事業を実施した。 
 計画面積２，３３６㌶に対する賦課金の滞納者もなく又、幹線水路約２４㎞、支線水路
約８㎞の維持管理も適正に行っている。 

板鼻堰土地改良区 

 板鼻堰は安中市板鼻の鷹之巣山麓の頭首工から碓氷・九十九両川の水を取り入れ、安中
市板鼻、高崎市八幡町、剣崎町、藤塚町、上豊岡町、中豊岡町、下豊岡町を経て烏川に落
水する延長約１５㎞、灌漑面積約５０㌶の用水路である。 
 この用水路は今からおよそ３８０年前の慶長年間中期から後期（１６０４年～１６１４
年）に開鑿されたものと推定されている。 
 板鼻堰は戦前から戦後初期は約１５０㌶の灌漑面積を有し碓氷川下流部左岸の水田を潤
してきた。また１００年の歴史がある流水式養鯉についても豊かな水を活用し、年間２０
０トンもの生産を上げていた。しかし昭和３０年代の高度経済成長期を迎え、水田地帯の
工業化、宅地化が急速に進み灌漑面積は最盛期の３分の１に減少し、この傾向は未だ進ん
でいる。また養鯉についても流通機構の整備された現在は海産物に押され生産量が半減し
ている。 
 しかしながら安中市の東部、高崎市西部の市街地、工業地帯を縦貫する板鼻堰は農業用
水、養鯉用水は勿論のこと防火用水、生活用水として必要不可欠の用水路であり益々その
重要度を増している。 
 板鼻堰は老朽化した頭首工、余水吐、土砂吐等の各施設を改良し管理を容易にするた
め、平成７年度より農業用施設維持管理適正化事業を行い国、県の補助を含め総額５，３
４０万円を費やして上記施設の改修や各ゲート操作の電動化を平成１２年度をもって完了
する。また水利権の更新問題についても国、県の助成を得て平成１１年度に農業水利保全
支援事業（９００万円）を実施し、適正な水利権の確保について建設省と協議中である。 
 板鼻堰上流部では最近、用水沿いに蛍が舞い市民は堰沿いの道を散策し納涼を楽しんで
いる。改正された河川法では河川と農業用水との調和など環境を重視した法の主旨が盛ら
れているが、当改良区も理事長を中心に役員一同堰の維持管理に充分意を尽くし、農業の
利水は勿論、市民に親しまれる改良区としての運営を計っている。 

利根川水系農業水利協議会    

   群馬県支部情報紙 



岡登堰土地改良区 

群馬県内ダム紹介コーナー 

下久保ダム 
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水資源開発公団 

 

流域面積(km２) 
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貯水池名 

 

神 流 湖 

 

位       置 
群馬県多野郡鬼石町 

 

埼玉県児玉郡神泉村 

 

発       電 
 

下久保発電所

（県） 

目 的 

洪水調節・不特定・発電・水道用水・工業用水 

 岡登堰土地改良区の地域は群馬県東部の渡良瀬川右岸に展開する大間々扇状地で、江戸
時代から明治時代前期に開発された水田地帯である。代官岡上景能（オカノボリ＝カゲヨ
シ）によって、寛文４年（１６６４年）～寛文１１年に大間々町高津戸で岩盤を掘削し、
隧道、開渠による導水路８４０ｍ、三俣分水までの開渠４，１００ｍ、鹿の川沼までの開
渠１，８００ｍに及ぶ水路を開削され翌年通水したが、開削後間もなく下流の農民から利
水に対する訴えがあり、景能は幕府から切腹を命じられ自刃し、水路は数年間で荒廃した
と言われ、天保３年（１８３２年）の飢餓を契機として再興（明治６年（１８７３年）全
面再興）が図られた。 
 明治３２年９月１５日に「岡登堰普通水利組合」が設立され、用水施設等の維持管理を
行い、昭和２６年３月３１日に「岡登堰土地改良区」に組織変更した。施設については国
営渡良瀬川沿岸農業水利事業（昭和４６年度～昭和５９年度）によって造成された大間々
頭首工から取水（最大取水量１．９９ｍ３/ｓ、田１．０１ｍ３/ｓ、畑０．９８ｍ３/ｓ）
し、岡登幹線水路４，８７２ｍ（隧道９８６ｍ、管路３，８８６ｍ）を経由、三俣分水で
鹿用水路１，０５６ｍ（開渠２０ｍ、暗渠１，０３６ｍ）に分水される。（受益面積、田２
６８㌶桐生市・笠懸町・薮塚本町・太田市、組合員数、８００人） 
 国営造成施設については薮塚台地土地改良区・阿左美沼土地改良区と共に「渡良瀬川上
流土地改良区連合」を昭和６２年７月１０日に結成し維持管理を行っている。 
 国営事業で旧開渠から管理に改修した管路上の水路敷を利用して「県営水環境整備事業
（岡登用水地区）」が昭和６３年度～平成７年度に実施され親水公園・遊歩道等の整備がな
された。また、現在は流域内の都市化等の進展に対応するため、「県営湛水防除事業（岡登
地区）」が平成元年度から行われている。          



 

水に関するコーナー 

必要なときのために―ため池 

用語解説コーナー 

河道外貯留施設とは 

 通常のダムが河川区域内に流水を貯留して水資源開発を行うのに対し、河

道外貯留施設とは、河川区域外において河川の豊水を取水して貯留し、水資

源開発を行う施設である。土地改良施設としては、普通河川等に設置するダ

ム、調整池、ため池等の中に河道外貯留施設に該当する施設がある。 

 河川区域外に貯留施設を設ける水利用形態は、古来から水需給のひっ迫し

ている地域において実施されており、河川上流部にダムを築造し、渇水時に

かんがい用水を補給することと同様に、水資源の有効かつ効率的な利用方法

であり、その観点から、河道外貯留施設の設置について、個別地区ごとに河

川管理者と協議を行うことが、河川法改正後（平成９年）可能となった。 

 人口が増えて、水田面積も広がると、必要な水の量も増えてくる。それに、
川の流れから引いてくる水も足らなくなってくるときがある。自然の川の水量
は、１年を通してみると、必ずしも必要なときにたくさんあるとは、かぎらな
いからだ。そこで、余った水をため、必要なときに使う「ため池」がつくられ
るようになった。 
 ため池をつくるには、大地をほり、その土を運び、池のふちや底を水がもれ
ないように固めたり、水があふれないように水量を調節したりと、たくさんの
労働力と高度な技術が必要とされる。それでも、歴代の天皇やその土地のリー
ダーによって、たくさんのため池がつくられてきた。 
 ため池は、今でも全国におよそ２１万か所ある。とくに、雨が少なくて日照
りの害を受けやすい瀬戸内海沿岸や、大阪平野から九州北部にかけての西日本
には、たくさん残っている。そして、今では農業用水としてだけでなく、公園
や人々が水に親しむ場所としても、役立っている。 

矢 場 池 



ふるさと水水水と土土土体験展体験展体験展 

           ２０００年７月２５日（火）～８月６日（日） 

         日本橋三越本店７階催物会場・屋上 
 

主 催 ： 全国土地改良事業団体連合会・都道府県土地改良事業団体連合会 
後 援 ： 農林水産省・文部省・建設省・自治省・環境庁・国土庁・東京都・ 
      東京都教育委員会・熊本県矢部町・熊本県土地改良事業団体連合会・ 
              農業土木学会・ＪＡ全中・日本経済新聞社 
協 力 ： 棚田学会・全国棚田（千枚田）連絡協議会・ＪＡ東日本 

ふるさとに、水あり、技あり、感動ありふるさとに、水あり、技あり、感動ありふるさとに、水あり、技あり、感動あり   

水の道「水の道「水の道「通潤橋通潤橋通潤橋
つうじゅんきょうつうじゅんきょうつうじゅんきょう

」・」・」・棚田棚田棚田
た な だた な だた な だ

・めだか・・めだか・・めだか・河童河童河童
か っ ぱか っ ぱか っ ぱ

   

 迫力のジオラマや写真の展示、小さな生きものコ－ナ－、工作教室、          
ふるさと朝市など、親子で楽しめる特別企画いっぱい！！ 
 

 ～イベントでしか手に入らない珍しい地方物産の販売～ 

☆☆ 水の道「通潤橋」と田んぼの四季再現コ－ナ－ 

☆☆ 写真・絵で見るふるさとの原風景 

☆☆ めだかと出会おう！河童と出会おう！ 

☆☆「ふるさとの田んぼと水」子ども絵画展 

☆☆ 親子で楽しむ工作教室～ワ－クショップ体験～ 

☆☆ イベント広場 

☆☆ 出現！屋上に三連水車 

☆☆ ふるさと朝市 

入場無料！！家族みんなで参加しよう 
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